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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．

２ ．

３ ． この環境方針は、全従業員に周知徹底すると共に、社内外に公開します。

４ ． 全社員の参加により、この環境経営方針の実現で美しい信州の自然環境を将来に引き
継ぐ事を目指します。

代表取締役社長

社員全員が積極的に環境保全に関心を持ち、下記の事項を環境目標活動の重点テー
マとして取り組みます。

①　電力及び化石燃料による二酸化炭素排出量の削減に努めます。

②　自社の廃棄物の削減に努めます。

③　化学物質の適正管理に努めます。

④　水使用量の軽減に努めます。

⑤　環境負荷の少ない運転に努めます。

当社グループは、産業廃棄物の収集・運搬、再生利用処理のすべての工程において技術
的、経済的可能な範囲で環境負荷を低減し、地球環境の保全と資源の循環型社会形成に貢
献することを目的として継続的に活動します。

株式会社トータルシステムは、社会で排出される産業廃棄物の収集・運搬により、産業廃
棄物の適正化処理に伴う循環型社会形成に向けた静脈産業の企業市民として行動します。

環境に関連する法令や規制及びその他の同意する要求事項を遵守すると共に、必要
により自主基準を設けて環境保全のレベルアップを図ります。

環境経営方針

制定日： 2021年2月1日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社トータルシステム 代表取締役社長　清水　克貴

（２） 所在地
株式会社　トータルシステム 　

（登記上本社） 長野県松本市和田4709
長野県塩尻市広丘吉田374-3
長野県松本市今井松本道6963-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 業務部係長　　中村　好児　 TEL：0263-29-2480
担当者 総務部主任　斉藤　絵里奈

（４） 事業内容
産業廃棄物の収集運搬、各種配管・浄化槽・側溝その他槽内の清掃

（５） 事業の規模

㎡

収集運搬量 ｔ

大型コンテナ 台
大型ダンプ 台
大型吸引車 台
トレーラー 台
中型吸引車 台
中型コンテナ 台
中型貨物 台
普通自動車 台
軽自動車 台

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社トータルシステム
対象事業所： （登記上本社）

塩尻事務所
今井車庫

活動： 産業廃棄物の収集運搬、各種配管・浄化槽・側溝その他槽内の清掃

□事業の紹介 作業前 作業後

産業廃棄物収集運搬の他に
グリストラップ清掃も
行っています。

35名（内１名バイト）

資本金

法人設立

売上高
従業員　　
延べ床面積　　　

トータルシステム　平成10年4月1日

3,000万円
130,000万円

事業年度 1月1日～12月31日

塩尻事務所
今井車庫

2023年3月1日

4
4

車両一覧　

311

29836.7
受託した産業廃棄物の処理量

8
2
5
6
2
2
1
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

環境管理責任者
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

環境事務局
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、各社事業の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
全従業員

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境活動実績の確認・評価

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

2023年3月1日

部門長

・環境経営計画の審議

輸送管理部門責任者

収集運搬事務

松本今井車庫

コンテナ部門責任者

大型部門

ユニック・

ウィング部門

塩尻車庫バキューム・

吸引部門責任者

大型部門

中型部門

代表取締役 清水 克貴

営業部

環境管理責任者

環境事務局

全従業員

トレーラー部門
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□許可の内容
トータルシステム

優良化認定を示す

・許可年月日

・許可番号

・許可の有効期限

令和3年4月8日
02300054336
令和8年3月26日 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自
令和元年5月20日
00801054336
令和6年4月16日 自 自 自
令和2年11月6日
02100054336
令和7年11月5日
平成28年9月7日
00400054336
令和5年9月6日 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自
令和4年6月21日
01000054336
令和9年6月20日
令和5年1月13日
01101054336
令和10年1月5日
令和4年8月29日
02400054336
令和9年8月10日
平成29年4月24日
01900054336
令和6年4月23日
令和3年9月6日
02501054336
令和8年9月5日
令和4年7月20日
01509054336
令和9年6月12日
平成23年5月13日
01403054336
令和5年5月12日
令和4年3月11日
02202054336
令和9年3月10日
平成31年1月18日
01708054336
令和6年1月17日 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自
令和元年5月24日
01200054336
令和6年5月20日 自 自 自
令和3年3月16日
02700054336
令和8年3月15日
令和3年10月14日
2018054336

令和8年10月13日 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自
令和4年12月26日
13-00-054336
令和9年12月25日
令和元年12月18日
00900054336

令和6年12月17日
令和1年8月14日
02900054336
令和6年8月13日
平成30年6月27日
01608054336
令和5年8月6日 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 自

平成30年10月16日
01801054336

令和5年10月15日
平成28年11月24日
00707054336

令和5年11月23日
優良化認定を示す

・許可年月日

・許可番号

・許可の有効期限

令和2年2月5日
02350054336
令和7年1月13日 石
令和5年2月28日
01050054336

令和10年2月27日 石
令和4年8月5日
01150054336
令和11年8月4日 石

令和元年12月24日
01950054336

令和6年12月23日 石
平成27年1月16日
01450054336
令和7年1月15日 石
令和3年12月21日
02251054336

令和8年12月20日 石
令和4年3月2日
01250054336
令和9年3月1日 石
令和4年3月25日
2058054336

令和9年3月24日 石
令和5年3月24日
00950054336

令和10年3月23日
令和3年11月14日
01658054336

令和8年11月13日

（自）自動車等破砕物を示す

㈱トータルシステムが取扱いできる産業廃棄物の範囲と品目

都道府県

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

紙
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

家
畜
の
糞
尿

家
畜
の
死
体

ば
い
じ
ん

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
等

愛知県 ○ ○ ○ ○

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
渣

ゴ
ム
く
ず

○

宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

群馬県 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

神奈川県 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○

新潟県

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

石川県 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○ ○ ○

静岡県

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

大阪府 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○ ○ ○

千葉県

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

東京都 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○

⾧野県

○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

奈良県 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○ ○ ○

栃木県 ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○㊝富山県

○○ ○ ○ ○ ○ ○福井県 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○㊝福島県

都道府県

燃
え
殻

○

千葉県 ○ ○ ○ ○

栃木県 ○ ○ ○ ○ ○

（石）廃石綿等を示す

○

（自）自動車等破砕物を示す
㈱トータルシステムが取扱いできる特別管理産業廃棄物の範囲と品目

特別管理産業廃棄物
汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
渣

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
等

鉱
さ
い

が
れ
き
類

家
畜
の
糞
尿

家
畜
の
死
体

ば
い
じ
ん

神奈川県 ○ ○ ○

○静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

⾧野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

愛知県 ○ ○ ○

群馬県 ○ ○ ○ ○

埼玉県 ○ ○ ○

山梨県 ○ ○ ○

山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

滋賀県 ○ ○

埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン

トン

トン

トン

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

×

×

✕
○

○

×

○

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

取組紹介欄

目標

2022年

％

3月
0.44 0.370.41

2月1月

㎏/ｔ
基準年度比

0.18

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

グリーン購入の推進

数値目標

基準年度比

4月

・不要照明の消灯

薬剤使用量削減
100%

0 0 0

二酸化炭素総排出量

㎥/ｔ 0.031

33,627
0

受託収集運搬量

廃棄物排出量 1.05

2020年 2021年

38,075

基準年度比

19.3%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

化石燃料による二酸化
炭素削減

上記二酸化炭素排出量合計

1.6260.933

電力による二酸化炭素
削減 130%

廃棄物の削減

kg-CO2/ｔ

基準年度比

水道水の削減

電力による二酸化炭素削減

受託中間処理量

897

　一般廃棄物排出量

1,029水使用量

0.85
0.85 0.86

3.77

○

0.17 0.31 0.49
12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

　産業廃棄物排出量 0.00 0.00 0.00

29,837
0

項　目

kg-CO2/ｔ 971.801
100%

（実績）
2023年度

0.48

1,692,835 1,867,883
2022年

1.05

0

0.86
受託最終処分量

102% 103%

0.0020.002

0.030

kg-CO2/ｔ 3.89 3.85

2021年度

0.923
98%

5月

○

2,379,651

（目標）
2022年度

0.003

966.732

%/t

基準年度比

737.645

100% 99%

99%100%

100% 99% 97%

× 【評価】1年を通してエアコンを使いっぱなしの事が多く、大幅に目
標値を超えてしまった。
【次年度の取り組み】エアコンの使用頻度、設定温度だけでなく、
もっと節電効果のある機種への切り替えや、エアコンに頼らない
防寒対策などを実施していきたい。

110%

174%

達成状況

19.9%19.7%
100% 101%

19.5% 21.2%

0.570.12
8月

0.29 0.240.24 0.270.230.98 0.270.60 0.420.83

6月

0.45

10月9月
0.30

11月

0.27

7月

97%

715.515

0%

741.532 734.116
0.003

98%

（基準値) （目標）

716

（目標）

0.24 0.32

基準年度比 98%

0.0300.030 0.030

722.892

5.07 3.81

97%

0.914
98%

99% 131% 97%
730.268 723

99%
0.905

97%

0.000

98%

1,006

2024年度評
価

98%

0.00

1.00

2.00

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電力（kg-CO2/t） 目標 2022年
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取組紹介欄

目標

2022年

取組紹介欄

目標

2022年

取組紹介欄

目標

2022年

取組紹介欄

目標

2022年

84.53 83.43

0.78

達成状況

△

89.21 78.61

【評価】古い車両が多く、燃費が悪くなっている上に、年間を通じ
て遠方での業務が増え、大幅に化石燃料の使用量がオーバーし
てしまった。
【次年度の取り組み】アイドリングストップなど基本的なエコドライ
ブを心掛けながら、燃費の悪い古い車両の入れ替えなども検討
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取組紹介欄
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取組紹介欄
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取組紹介欄

目標

2022年

取組紹介欄
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用、リサイクル出来る方法など考えながらごみの減量に努めてい
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取組紹介欄

目標

2022年

取組紹介欄

目標

2022年

取組紹介欄

取組紹介欄

目標

2022年

・使用量増加の抑制 △
・代替物質の検討 ○

0.021
0.053

3月 4月

水道水の削減
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今年度は、お客様への有効な提案を行うことができた。次年度は
更に項目を増やして取組を進めたい。

・災害発生時の緊急対応 ○
・お客様へのリサイクルや処理の提案 ○

5月
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0.0% 4.0%
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0.0%34.0%
13.2%
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取組結果とその評価、次年度の取組内容
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3月
13.4% 0.0% 44.7% 0.0% 36.3%

今年度は目標達成できたと思うので、引き続きグリーン商品を心
掛けていきたい。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容グリーン購入の推進
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7月 8月 9月

12月
0.089 0.077
4月

【評価】稼働する車両が増えた分、洗車に使用する水量が増えま
した。
【次年度の取り組み】なるべく短時間で効率よく洗車を済ませた
り、ホースの破損などに注意しながら節水を心掛けていきたい。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△
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11月

0.045
0.050 0.047

0.028

・使用水の節水
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○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

【評価】車両の使用年数が長くなってきたのでアドブルーの使用
量が大幅に増えた。
【次年度の取り組み】アドブルーの適正な使用量を周知して徹底
していきたい。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

フロン排出抑制法
緊急時の処置

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

水質汚濁防止法

日常業務で1番起こりうる可能性が高い事故なので定期的に訓練と、確認をする事が大切であると感じた。

万が一の時に消火器を正しく使用できないといけないので、正しい使用方法や連絡手順など、慌てず行動

中村、村瀬、百瀬　他4名
2022/3/25　16：00～17：00 塩尻事務所敷地内

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

中村、村瀬、小沢　他6名
・流出事故対応、通報訓練

2022/6/1　16:00～17：00 今井車庫敷地内

廃棄物処理法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

収集運搬業

灯油の保管

エアコンの簡易点検

消防法

適用される法規制
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

コロナ禍ではありますが業績を伸ばすことができました。
取り扱う廃棄物量も増えたので燃料を含む消耗品も増加傾向にありました。
また『 緊急・少量 』な業務を積極的に取り組むあまり環境負荷が大きい場面がありました。
上記の事項を踏まえ目標値を設定し、順守できるように経営してまいります。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

　　　

【前回の指示への取組結果】

・前回の指示はありません。

環境経営方針について見直しの必要はありません。
①コロナの影響は、あまりありません。
②食品業界からの廃棄物は増加している。

①二酸化炭素排出量は目標達成している。
②廃棄物、水道、薬剤については増加した。
③トラックの排ガス対策用の薬剤は増加した。

薬剤ついては排ガス対策として必要なので
現状のままとする。

・利害関係者からの苦情・要請等
通学路のため迂回してほしいとの要望あり。
・環境上の問題点等
作業開始時間の要望あり。（9：00以降）

通学路のための迂回などは要望に沿うようにする。

2023年2月22日
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